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　ナチュラルキラー（NK）細胞は生体内ではがん化
やウイルス感染により変性した細胞を傷害するため、
生体防御の最前線の役割を果たしていると考えられて
いる。また、白血球分画のなかでも非常に反応性が高
い細胞であり、心理的・生理的なさまざまなストレス
に対して濃度や活性が変化する。身体的ストレスのひ
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とつである運動に対しても同様で、一過性運動への反
応は好中球とともに顕著な変化を示す。また、オーバー
トレーニングや一過性の激しい運動の後には傷害活性
が低下することにより、上気道感染などへの感染率が
増加する疑いがある。これに対し、比較的軽度な強度
によるトレーニングではNK細胞傷害活性が増加し、
上気道感染の感染率が低くなるという報告がある。
　筆者らの研究グループでは、これまで、強いトレー
ニングを1ヶ月間行った場合のNK細胞機能を検討し
てきた。その結果、強いトレーニングの終了時（すべ
てのタイムポイントにおける採血は早朝安静時、空腹
状態で、行っている）には主要なNK細胞分画である
CD56dimNK細胞の濃度に変化は見られないものの、
傷害活性はトレーニング前に比べて低下することを報
告している。このとき、細胞当たりの傷害活性の指標
であるlytic　unitsを計算すると、個々の細胞の活性は
低下することが示された。また、この低下には、NK
細胞の分画で傷害活性が低いCD56b・igh・NK細胞の増
加が関与していることが疑われた（Suzui　et　a1．，J．
Appl．　Physiol．，96（6）2004）。
　競技スポーツでは長期の強化合宿（トレーニング）
はよく行われていることである。一方、そのようなハー
ドな練習環境の中では逆にオーバートレーニングとい
われるディコンディショニングが生じることもある。
これはトレーニングによってパフォーマンスを上げた
い競技者やコーチにおけてジレンマとなっている。前
述のNK細胞傷害活性の低下はこのディコンディショ
ニングの一面を表していると考えられる。もしもこの
ような体調変化の予兆となる指標があれば、競技者の
体調管理を効率的に行うことができる。免疫学的指標
は直接的であり、その意味で重要であるが、測定する
ためには機器が整った限られた環境でしか可能ではな
い。また、現場の状態を考えると時間的にも費用的に
も現実的とは考えられない。
　そこで、本研究ではこのような免疫機能の低下が比
較的簡便に測定できる心拍変動を利用した自律神経の
変動と関係するかどうかを検討した。安静時の免疫細
胞濃度には自律神経が関与していると考えられてお
り、好中球が交感神経の活性度を、リンパ球が副交感
神経活動を反映していると考えられている。これに対
して、心拍の間隔（R－R）を分析することで交感神
経および迷走神経の活動性が評価できる。心臓の拍動
は一定のリズムを刻んでいるようにみえるが、実際に
は多少の増減を含むゆらぎを示す。このゆらぎを周波
数解析することで高周波成分（HF）と低周波成分（LF）
に分解することができる。さらに、HFには副交感神
経の活動が、LFには交感神経と副交感神経の活動を
合わせたものが反映していることが明らかとなってい
る。今回はその特性を利用して、心拍変動解析から得
られるデータとNK細胞機能の動態を比較することに
した。
　方法を以下に示した。
①競技スポーッにおける1ヶ月間の強化合宿を高強
度トレーニングとした。
②被検者は大学スポーツ選手8名。
③被検者には実験に伴う危険性を説明し、同意を
得たものに対し同意書に署名を得た。
④心拍数の測定は早朝、朝食なしの状態でポラール
社製心拍計（VantageNV）を用いて行った。
⑤心拍数はR－R間隔で記録し、HRV　Analysis
Software，　Ver，1ユ（The　Biomedical　Signal　Analysis
Group，　Department　of　Applied　Physics，　University　of
Kuopio，　Finland）を利用して変動解析を行った。
⑥採血は心拍数の測定後、問診と血圧測定を行い、
仰臥位安静の状態で行った。
⑦血液の測定項目は、白血球分画、リンパ球分画、
NK細胞数、　NK細胞分画、　NK細胞傷害活性、血漿
カテコールアミン濃度とした。免疫関係の測定項目は
すべて順天堂大学医学部免疫学教室で行った。
　現在、結果を整理中であり、2009年度にまとめる
作業を行い、報告する予定である。
